
 

 
 
 
 
 児童生徒の生活習慣は家庭の中で形成されます。児童生徒の健康課題や学校の方針を組織で共通理解し

て、家庭に示し、学校と家庭の連携・協働により児童生徒の生活習慣の定着を目指しましょう。 

以下に健康的な生活習慣の定着を目指した取組について、原町小学校を例に紹介します。 
  

【原町小学校の実践の紹介】 

 

 

 

 

○健康課題の把握と、計画の立案 

前年度の取組の評価や健康診断の結果、日頃の児

童の様子等から、健康課題を確認する。課題解決

に向け、家庭を巻き込んだ取組について検討し、

学校保健計画等を作成する。 

○学校の方針の提示 

前年度の成果と課題から、規則正しい生活リズム

をつくることと、メディアと正しく付き合うこと

について、学力向上と関連付けながら家庭にお願

いしたいことを具体的に示した冊子「学びの習慣

化」を配布する。 

○それぞれの立場から発信  

冊子でお願いしたことを、懇談会や授業参観、各

種通信、個別の教育相談など様々な機会に管理

職、担任、養護教諭等から家庭へ発信する。 

 

○チャレンジカードを活用した取組 

担任や養護教諭、保護者等が児童の実践を見取り、

認めたり、児童の気付きを促したりしながら方針に

基づいた実践を学校と家庭で支える。 

○学校保健委員会の実施 

チャレンジカードを活用した実践の成果や課題を

示し、校医等の助言をいただきながら課題解決につ

いて学校・家庭・地域それぞれの立場で話し合う。 

○授業参観での養護教諭とのＴＴによる健康教育の実施 

  チャレンジカードの取組をもとに生活習慣につい

て保護者も一緒に考える場としている。  
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○町の保健師や栄養士と連携し、専門的立場から個に 

応じた指導を行う。  

○町ぐるみのアウトメディアの取組で家庭の取組を促す。  

家庭等との連携・協働で 

     健康的な生活習慣の定着を！ 

ポイントは、「計画への位置付け」「家庭との共通理解」「継続的な実践」

「専門家を交えた組織的な動き」 
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学びの習慣化一部抜粋 


